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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成26年8月14日(2014.8.14)

【公開番号】特開2013-233542(P2013-233542A)
【公開日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-063
【出願番号】特願2013-5544(P2013-5544)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  51/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   9/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   9/01     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/60     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  51/04    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｌ   9/14    　　　　
   Ａ６１Ｌ   9/01    　　　Ｌ
   Ａ６１Ｌ   9/01    　　　Ｘ
   Ｃ０９Ｋ   3/22    　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｋ   3/22    　　　Ｈ
   Ｃ０９Ｋ   3/22    　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｋ   3/22    　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｆ 220/60    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/38    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/34    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年7月1日(2014.7.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気中の粒子を減少させるための組成物であって、前記組成物が、
　Ｉ）前記組成物の重量を基準に０．００１重量％～０．２重量％の双性イオン性ポリマ
ーであって、前記双性イオン性ポリマーが、
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【化１】

　であり、ｘが、０～５０ｍｏｌ％の平均値を有し、ｙが、１０～９５ｍｏｌ％の平均値
を有し、ｚが、３～８０ｍｏｌ％の平均値を有し、
　前記ｙ：前記ｚの比は４：１から１：２であり、
　前記ｘ＋ｙ＋ｚ＝１００％であり、
　前記ｘ、ｙ及びｚがそれぞれ、アクリルアミド、アクリル酸及び下記式２を有する化合
物から得られた単位のｍｏｌ％を表す、と

【化２】

　ＩＩ）圧縮空気、窒素、亜酸化窒素、不活性ガス、二酸化炭素及びこれらの混合物から
なる群から選択される圧縮ガスを含む噴射剤と、
　ＩＩＩ）水性担体と、
　ＩＶ）前記組成物の重量を基準に１重量％以上の非イオン性界面活性剤と、を含み、
　前記組成物が、０．１～６ｃｐｓの粘度を有し、
　前記組成物が、３～７のｐＨを有し、
　前記組成物が０．０１％～５．０％の緩衝剤を含む、組成物。
【請求項２】
　前記双性イオン性ポリマーが、前記組成物の０．０１重量％～０．０５重量％で存在し
、
前記組成物が、香料成分をさらに含み、
前記組成物が、プラスチック容器で提供される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　シクロデキストリン、モノカルボン酸、ジカルボン酸、トリカルボン酸及びポリアクリ
ル酸、並びにこれらの混合物のうちの少なくとも１つを含む悪臭中和剤を更に含む、請求
項１または２に記載の組成物。
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